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ライオンズクラブ国際協会 336-Ａ地区 
２Ｒ４Ｚ 西条ライオンズクラブ 広報誌 

新型コロナウィルス感染予防対策事業 玉津小学校へマスク寄贈 



 

  

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020-2021 ライオンズクラブ国際協会会長 ジュンヨル・チョイ 

テーマ  「 Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 」 

2020-2021 ライオンズクラブ国際協会 336－Ａ地区 

スローガン「 Service Activity is the key to Lions Clubs 」 

2020-2021           ３36-Ａ地区ガバナー  酒井公一 

スローガン「 誇り・進化・輝く未来に ウィサーブ 」 

キーワード「 会員ファースト 」 

2020-2021  西条ライオンズクラブ第 60代会長  宮崎英明 

スローガン「 感動で 一つの心 Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 」 

キーワード「 絆 」 

第 30 回ライオンズ カップ中学生ソフトテニス大会 

                              青少年指導委員会 村瀬文隆   

本年度は、コロナ禍のため開催が危ぶまれましたが 8 月 9 日に無事に開催できたようです。開催

日ぎりぎりの 7 月末まで開催するかどうかの検討がされていたようです。 

例年は開会式に参加しておりましたが、今年に限っては密を避けるため、ご遠慮いただきたいとの

申し出があり協賛のみとなりました。 

 

青少年育成事業関連 

男子の部優勝 ペア      女子の部優勝 ペア         表彰式 

〔男子の部〕 

優 勝 伊藤 航・鎌田万音ペア（西条北） 

準優勝 平塚頼阜・伊藤彰利ペア（東予東） 

３ 位 髙橋鼓士郎・徳永航士ペア（西条南） 

３ 位 森山侑輝・武田陸翔ペア（西条東） 

〔女子の部〕 

優 勝 関野澪那・梶川未來美ペア（河北） 

準優勝 塩崎藍莉・髙橋望咲ペア（西条南） 

３ 位 神野咲笑・北須琉那ペア（西条南） 

３ 位 西村織羽・金子知夏ペア（丹原東） 

〔 コロナ感染予防対策事業 〕 

マスク寄贈 2020.8.5（水） 

メンバー、その知り合い、会社関係等から寄せられたマスク 

（別名 愛のマスク）605枚を「国際平和ポスター事業」でも 

協力をいただいている西条市立玉津小学校へ贈りました。 



 

 

 

  

 

                      「郷土史研究家・万条克己先生のご指導」      委員長 盛實正人 

2020-2021 MC 広報委員会では、広報誌発行にあたり 『伊予西條遺産』 をシリーズ化します。 

縁あって西条市に生まれながら、一度も石鎚山に登ったことがない人がいるように、私たちはどれ 

くらい郷土の歴史のことを知っているでしょうか。西条の地名・町名や、江戸時代の西條藩、歴史、 

昔話など、知らない事が多いことに気づくのです。歴史は、郷土の宝です。 

今年度は、郷土史研究家の万条克己先生（元高校教諭）にご指導いただきながら、8 月号でご紹 

      介した 「西條藩・松平左京大夫江戸上屋敷」  

にはじまり、西條藩一柳家、松平家、西條藩 

陣屋の構築、城下町の配置、江戸時代の娯楽、 

加茂川の洪水、伊曽乃と天皇家との関係、 

地名・町名の由来、西条祭り等々できるだけ 

興味のある内容で掲載したいと思います。 

ぜひ、お目を通して頂ければ幸いです。 

   

 

                  ウィズコロナ社会にどう向き合うのか「基本の徹底」   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MC・ライオンズ情報・地区誌・大会参加委員会活動報告 

 

                                         武智正人 

今年７月の石鎚山の御山開き大祭は、皆さまにご参拝をお控えくださるようにお願いを申し上げ

た。皆さまの健康と安全を第一義に考えた末の結論であった。いつも支えてくださる大切な信徒の皆

さまにこの結論をお伝えすることは、本当に心苦しかった。１０日間の祭典は、神職と市内の総代さ

まのみで厳修した。 

御山開き大祭の初日、本社の御神像を、成就社を経由し頂上社へ御動座する。神職と総代が背負っ

て歩む。両肩、背中、両足に全国からの祈りがひしひしと伝わってくる事を感じたという。私自身も

数日後の雨の中、三之鎖を攀じ登って辿り着いた頂上社で、目に見えぬ光に輝く御神像の御姿を拝し、

これこそが全国の皆さまが望まれる御姿であり、神様もお喜びであることを強く感じた。 

 ７月１日、霊峰石鎚山は女人禁制である。男性役員信者の中には禁を解くべしと訴える方も多いが、

女性役員信者は皆、厳守継続を主張する。参拝できない事により、猶更、心は強く深く御山に向かう

という。 

 令和３年は、約７００日振りの御山開き大祭となる。そればかりか神社の春の講習会、総代会総会、

夏の林間学校、各地域の出張祭典、総会、講習会、全てが７００日振りとなる。皆さまの心が離れて

はいないだろうか。はたして、ご参拝は有るのだろうか、会の参加は有るのだろうか。今、出来るこ

とは何だろうか。 

 手紙では手紙の、電話では電話の反応が来る。来て戴きたいならば、こちらから足を運ぶのが当然

であるが、しかし今はそれが儘ならぬ時である。替わる事として密接な連絡が大切と痛切に感じる。

御山開き大祭の様子を撮影し、ホームページや YouTube にアップした。子供さんやお孫さんにネット

を開いてもらい、ご一緒のひと時を過ごして欲しい。写真集にして郵送も行った。 

頂上社では、包括の約１５０か所の団体名を記した御神札を奉斎し、毎日繁栄祈祷を重ね、最終日

に頂上社から歩荷（ボッカ）で荷下げし、各所へお送りした。 

 好意的な反応を戴いた。離れていても心が繋がっている気がした、と喜ばれた。 

  

 



 

 

                                         With コロナへの挑戦 

           

 

 

 

 

 

 

 

  第５９代執行部〔髙橋丸〕慰労日帰りツアー 

                                  前ライオン・テーマー 岩間勝一 

                   思い返せば、「良かったなぁ・・・」 

あれは、７月１２日(日)午前９時集合、前会計 原さんの車に７名乗り込み、寒風山越えの高知県 

須崎【伊勢海老料理 中平】に目掛け、Let’s Go♪ 

気分はすっかり修学旅行、心が躍り、喋るは喋るは・・・ 

山を越え、谷を越え、目的地の中平へ正午前に到着、自然いっぱいの店の前は太平洋が一望、少し 

散歩をすることにしました。 

海の香りと潮風が清々しかったなぁ。 

大皿にはみ出すほどの伊勢海老料理を前に、冷たいビールで 

乾杯！「皆さん、１年間、本当にお疲れ様でした」と 

互いに互いを労い合いました。 

伊勢海老をあんなにたくさん口に 

含んだのは初めての体験！ 

今、想い出してもヨダレが流れそ 

うです。 

話も弾み、私たちの執行部１年間を振り返り、笑うは、怒られるは、泣くはで大忙し。 

五感全部で楽しんだ須崎中平となりました。 

帰りの車でも、まだまだ楽しさの余韻は途切れることなく、缶ビールを手に焼き鳥、南国 SA のイモ 

天でまたまた乾杯！ 車の中は翌日、飲物、食べもの入り混じった臭いがすごかったそうです。 

原さん、すみませんでした。 

お土産にはやっぱり〔カツオのたたき〕、藁で焼いた香ばしさでとにかく美味しかったです。 

手前味噌ですが、第５９代執行部は最高に気の合う同士だったのだと、心から思います。 

最高の１年をありがとうございました。～～いざゆけ～♪無敵の、まぁ兄ぃ軍団～♪ 

                          ※Softbank ホークス応援歌が我々のテーマソングになりました 

 

 

 

 

 

 

綿密な連絡と、真心を込めた丁寧な応対。当然の姿勢であるが、今はその「基本の徹底」しかない。

新しい切り口はきっかけの一つであり、人と人との結びつきを深める誠意が何よりも大切なのだと

改めて教えられた。 

 癌も怖い。脳梗塞も糖尿病も怖い。しかし感染はしない。疫病とは、親しい人との距離を遠ざけ

る、本当に恐ろしいものだと実感する。祝詞の中で、病気をヤマイ、疫病をエヤミ、と読む。敢えて

分けて表現する。コロナ禍の一日も早い終息を願うばかりである。明けぬ夜は無く、止まぬ雨は無

いと信じている。 

 

 

四役からのプレゼント似顔絵色紙を、原さんのサプラ

イズで超大判にプリントアウト！ 

中平さんの計らいで、壁に貼らせていただきました。 



 

                                                                    

                     

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の西条祭りは、新型コロナウイルス感染拡大を受け、だんじりの統一行動の中止が決定しま 

した。残念ながら、今年は西条祭りを見ることができなくとても残念です。 

この西条祭り（伊曽乃例大祭）は、１７００年代（江戸時代）に始まり２６０年以上の歴史があ

ります。中でも、最終日の加茂川での宮入『川入り』は、加茂川の堤に楽車（だんじり）が整列し

て、御神輿が静かにご神体を清めて渡河しようとすると、名残を惜しむ神戸校区の楽車が御神輿の

行く手をさえぎるように加茂川の中で激しく練り合い、西条祭りのフィナーレを飾る最大の見せ場

があります。御神輿が川上がりするころには夕日が沈みかけ、見送りを済ませた楽車は提灯をとも

し、各校区へ帰り西条祭りは終わります。 

伊曽乃神社の御祭神は、『天照大神（あまてらすおおみかみ）』（太陽神）なので、神事として日 

の入りまでに宮入りを遂行し、江戸時代からの伝統ある伊曽乃例大祭への奉納を果たしています。 

しかし、明治・大正・昭和２７年以前までの川入は、神戸校区の屋台は加茂川橋を渡り伊曽乃側土

手に整然と並んで神輿のご到着を待っていました。一方、市内の各屋台は大町側土手に並び同じく

御神輿のご到着を待っていました。そして、馬で一銭橋を渡る宮司さんの御幣（ごへい）の合図で

御神輿の宮入りとなり静かに加茂川の清流でご神体を清めて伊曽乃神社に帰っていました。当時、

神戸の楽車も川に入らず御神輿をお見送りしていました。 

ところが、昭和 27 年 10 月 16 日、中野一番の古老達が青年団に 「若い者だけで、だんじりを 

川の中で担いだら酒 1 本やるぞ！」 と煽て囃したてました。その頃は、戦後 7 年目なので特に清

酒など簡単に購入できない時代でした。青年団は、酒の魅力もさることながら誰もやったことのな

いだんじりの川入りに燃え上がり、勢いに任せて加茂川に怒涛のごとく降りていきました。それを

見たもう 1 台の楠だんじりも申し合わせたかのごとく川に入ってきた。あくまで、御神輿の「宮入

り」を歓迎するための行為として、はじめて川に入りました。この頃は、戦後で淋しい祭りであっ

たがため、古老達の淋しい祭りを何とか改善したがための行動でした。 

それ以後、川入は御神輿のみならず楽車（だんじり）と共に川の中で練る現在の形になりました。 

（参考文献）西条市誌（西条市）、西条市生活文化誌（西条市）、西條史談、西条誌、続・西條の 

お祭り、愛媛県生涯学習センター資料引用。 

 

～ テーマ ～ 

伊曾乃神社例大祭（西条祭り） 

   ・お宮入り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

例会日   毎月 第１・第３火曜日（12：30～13：30） 

例会場   西条商工会館 

発 行   西条ライオンズクラブ事務局 

印 刷   プリントワールド ONO 

発行者  会 長   宮崎英明  
幹 事   伊藤正己 

[ＭＣ・ライオンズ情報・地区誌・大会参加委員会] 

委員長／副委員長   盛實正人／小野雅志 

     編集委員   越智英明・寺川治美・日野克則 

            安藤和浩・髙田潤一 

西条ライオンズクラブ  

  〒793－0027 愛媛県西条市朔日市７７９－８ 

                     西条商工会館３Ｆ 
           TEL(0897)56－3980   

        FAX(0897)56－9251 

      Ｅ－mail     saijo-lc@abeam.ocn.ne.jp 

       ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://saijo-lions.ｊｐ 

    facebook    http://facebook.com/saijo.lions/ 

暦の上では秋ですが、まだまだ暑い日が続きます。 

連日の最高気温更新のニュースも、耳慣れたように感じますが、皆様の身体の方は大丈夫でしょうか。 

夏と言えば・・・の行事ごとも、年に２回の楽しみでもあるお盆の帰省等、何もかもがいつも通りにはでき

ず、これといった楽しみを持てぬまま秋へ突入となりました。  

秋祭り、西条祭りも自粛となり大変さみしい内容になりそうですね。我慢は一体いつまで続ければ先が見え

てくるのでしょう。長い、長い真っ暗闇のトンネルの中にいるような気持ちになります。 

ライオンズ活動もしかり、奉仕事業ができない、中止、延期。例会や会合、研修も短縮、規模縮小・・・。 

ないない尽くしの毎日を、気持ちひとつでなんとか乗り切りましょう。人の優しさや温もり、思い合う事の大

切さが身に沁みませんか？トンネルを抜けたその先で、もう一度クラブメンバーと共に汗し、感動を分かち合

えるその時が来るまで、あと少しと自分自身を奮い立たせ、手を取り合って今日も行きましょう。                                  

MC・ライオンズ情報・地区誌・大会参加副委員長 小野雅志 

編集後記 

ほのぼのシリーズ 

[ わたしの好きなもの ] 

        Ｎｏ．18 安藤和浩 

①好きな食べもの 

 寿司 

②好きな本 

 法則（船井幸雄 著） 

③好きな音楽 

 演歌 

④好きな車 

 日本車 

⑤好きな場所   

ヤンゴン（ミャンマー） 

【新型コロナウィルス感染症に一言】 

一日も早い収束を心より願います。 

 

        Ｎｏ．17 大棟眞二 

【新型コロナウィルス感染症に一言】 

私自身も約２ヶ月会社からお客様との

面会を禁止されました。私達ライフプ

ランナーから感染を拡大させる事を避

ける為でした。直接面会できない事で、

リモート営業や LINE 等 SNS を使った

保全活動でフォローする術を学び、今

後新しい活動方法を習得する事で遠隔

地のお客さまにも安心を届けられる様

努めていこうと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

西条ライオンズクラブ会員募集中!! 

ライオンズクラブとは 

     世界最大の社会奉仕団体のことです。 

 世界で約 210 の国または領域にあり 46,000 を超え 

るクラブが存在し、135 万人以上の会員がいます。 

あなたも世界の一員になりませんか。 

 

西条ライオンズクラブは 

国内で 334 番目、愛媛県下では 9 番目のクラブとし

て結成されました。「We Serve～我々は奉仕する～」

を合言葉におなじ志をもつ仲間同士が集まって奉仕

活動を行っています。 

人の為に、社会の為に、一人ではできないことを、出

会いを通して集まった会員が力を合わせて、それぞ

れの地域において社会奉仕に貢献していこうという

団体です。 
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